
新ひだか町 新規就農研修生の声
就農を目指して研修中 ／ 小林 さん 夫妻（花き）

プロフィール

年齢 夫：４６歳 妻：４７歳

出身地 夫：鳥取県 妻：鳥取県

前職 夫：会社員 妻：公務員

研修開始 令和８年４月から

研修先 研修受入農家：浦東朝和さん、宮田直希さん

活用している支援 就農準備資金（国）、新規就農研修費（町）

１日の流れ（例）

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

起床・身支度

8:00 〜 12:00

定植・葉かき・摘芯・採花・選花 昼休憩

13:00 〜 17:00

定植・葉かき・摘芯・採花・選花 片付け
・日誌

夕食・就寝

※ 目盛りは1時間。時期や作業内容により変動します。

研修の内容

栽培
に関すること

ベッド作り、定植、葉かき、摘芯、採花、選花といったデルフィニウム栽培に伴う一連の基本作業をひと
通り経験し、実践的な手順で学んでいる。

農業経営
に関すること

100坪ハウスの出荷実績に関することを具体的に学んでいる。お盆などの需要期の動向や冬季間の
灯油代に関する経費など、就農後を見据えたより実践的な経営に関することも学んでいる。

その他
トラクターや畝立て機などの農業機械の操作を安全管理のうえで、丁寧な指導のもと、ひと通り経験し

学んでいる。

研修生に聞きました（抜粋）

Ｑ１ 研修が始まって数か月経ちましたが、現在感じていることを教えてください。

各研修先で丁寧なご指導やお心遣いにより、楽しく学ぶことができ、とても感謝しています。また、花き品評会などで入賞される
ような優れた生産者の方々のもと学ぶことができることは、非常に恵まれた環境で研修に取り組ませていただけているなと実感して
います。

Ｑ２ 研修の中で、難しいことや不安なことなどはありますか。

かん水や薬剤散布などは、作物の状態や気象条件に応じた技術が必要で、とても難しいです。知識だけでなく実践を踏まえ、
より深く理解し、習得していきたいです。 また、農業機械の操作に苦手意識があるので、今後の研修を通じ、恐怖心や苦手意
識を克服していきます。

研修制度・お問い合わせ

新規就農を目指す方へ
（HP記事）

研修期間：２年間（令和８年４月〜令和１０年３月）

支援制度：新ひだか町では国の制度（就農準備資金）とは別に、町独自の研修費を給付し
ています。（２年間、月95,000円/人。夫婦ではそれぞれ給付）
また、研修生用住宅整備や家賃補助などの居住に関する支援も行っています。

問い合わせ先：新ひだか町 産業建設部 農政課 農産係
〒059-3195 北海道日高郡新ひだか町三石本町212番地
TEL 0146-33-2113 ／ E-mail nousan@town.shinhidaka.lg.jp


